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生まれてよかったと思える町に
　この度、11月13日開催の臨時会にお
きまして、議員各位のご推挙により議
長に就任をいたしました。
　これまでの経験を活かし、町民の皆
様にとって、生まれて良かった、育っ
て良かった町となるよう行政と議論を
重ね、将来を見据えて課題解決にあた
るよう一生懸命努めてまいります。
　皆様のご支援をよろしくお願いいた
します。

議会運営委員会
◎ 村岸 善一 〇 西澤 きよただ
中島 政幸 前田 広幸
西澤 博一

総務産業建設常任委員会
◎ 西澤 きよただ 〇 村岸 善一
高橋 彰 鈴木 べんいち
佐々木 康雄

文教民生常任委員会
◎ 中島 政幸 〇 西澤 博一
前田 広幸 北川 かずとし
河合 勇 今村 恵美子

議会広報常任委員会
◎ 村岸 善一 〇 中島 政幸
前田 広幸 西澤 博一
鈴木 べんいち 西澤 きよただ

予算決算常任委員会
◎ 前田 広幸 〇 鈴木 べんいち
中島 政幸 村岸 善一
高橋 彰 北川 かずとし
西澤 博一 西澤 きよただ
佐々木 康雄 河合 勇
今村 恵美子

委員会構成も一部変更

◎は委員長　〇は副委員長

○主な事業
 ・改良住宅修繕料 5,781千円
 ・損害賠償金　　　  106千円
 ・危険家屋解体工事  756千円

北川かずとし 議長

可決

町政の発展を
　この度、副議長に就任いたしました。
　議会の活性化が求められる今、その
責務の重大さに身が引き締まる思いで
あります。今後は職務を全うすべく、
町政の発展・議会の公正かつ円滑な運
営に努めてまいりたいと考えておりま
す。
　今後とも町民の皆様の議会活動への
ご理解ご協力をお願い申し上げます。

西澤　博一 副議長

○
11
月
臨
時
会
を
11
月
13
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

○
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
案
件

は
６
件
で
し
た
。(

内
訳
は
専

決
処
分
３
件
、
補
正
予
算
１

件
、
そ
の
他
２
件)

11月臨時会7,160千円7,160千円11月臨時会
一般会計補正予算

新体制始動

2議会だより とよさと
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　制度の利用者が約60%もおられ
る実態から見れば、今この制度を
廃止する理由もなく、また、いい
ことは率先して、１町でもやると
いうのが本来住民に寄り添った行
政のあり方ではないかなという観
点から反対といたします。

　主要農作物種子法(以下、「種子法」という。)を廃止する
法案が、平成29年４月14日の参議院本会議で可決·成立し、
平成30年４月１日種子法が廃止された。
　これまで県行政は、同法に基づき高品質な原種・原原種
の生産・供給等を担い、本県の主要農作物である水稲、麦
及び大豆の安定生産や品質向上に中心的な役割を果たすこ
とにより、地域農業の振興に大きな貢献をしてきた。
　種子法の廃止を受けて、県は関係要綱を一本化した「滋
賀県水稲、麦類および大豆の種子供給に係る基本要綱」を
制定し、県内では同要綱に基づく種子生産が開始されたと
ころである。一方、一部の府県においてはこれまで行政が
担ってきた種子生産に係る業務を外部に移管する等の方針
が示され、移管されれば種もみの価格上昇や品質低下を招
きかねない等の報道がなされており、県内の生産現場にお
いても、将来的には優良な種子が安定的に供給されなくな
るのではないかという不安が広がっている。
　よって、県におかれては、今後も県行政が種子生産に中
心的な役割を果たし、これまでとおりの行政対応を継続す
ることに必要な予算及び関係部署の人員体制を恒久的に措
置する観点から主要農作物の種子生産に係る県条例を制定
されるよう強く求める。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　平成30年12月19日

滋賀県犬上郡豊郷町議会

滋賀県知事　三日月 大造 様

主要農作物の種子生産にかかる
県条例の制定を求める意見書

賛成討論
（西澤博一議員）

意見書を提出しました 議第76号
豊郷町税条例の一部を
改正する条例案

　約270万円の前納報奨金の支出
がなくなることで、この財源を基
金に積み立てることも可能であり、
人口減少の今、定住・移住関係予
算に充てるなど、様々な使い道が
あると考えます。また、この制度
は個人だけでなく、法人に対して
も恩恵があるため廃止することが
妥当と考え、賛成といたします。

反対討論
　（高橋彰議員・
鈴木べんいち議員）

○主な事業
 ・ふるさと応援寄附事業手数料
  18,404千円
 ・基金積立金 147,106千円
 ・繰上償還元金 236,635千円
・経営体育成支援融資主体型事業

33,875千円

可決

○
12
月
定
例
会
を
12
月
６
日
か
ら
19
日
の

会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

○
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
案
件
は
12
件
で

し
た
。︵
内
訳
は
条
例
3
件
、
補
正
予

算
6
件
、
そ
の
他
3
件
︶
補
正
予
算
な

ど
11
件
を
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

○
一
般
質
問
は
12
月
７
日
に
７
議
員
が

行
い
ま
し
た
。

○
12
月
定
例
会
は
最
終
日
︵
12
月
19
日
︶

委
員
会
に
付
託
し
て
い
た
議
案
11
件

お
よ
び
追
加
提
案
さ
れ
た
議
案
９
件

を
採
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

12月定例会476,603千円
12月定例会　一般会計補正予算

否決

476,603千円

3 議会だより とよさと
平成31年2月8日発行



答
　
コ
ン
ビ

ニ
収
納
も
あ
り
、

納
付
す
る
方
法
が
増

え
て
い
て
早
期
確
保

も
で
き
る
場
所
も
増

え
た
。
廃
止
と
い
う

の
が
全
国
的
な
流
れ
。

　
自
主
納
付
に
対
す

る
納
税
義
務
者
さ
ん

へ
の
不
公
平
感
を
な
く
す
た

め
に
提
案
。

問
　
不
公
平
さ
を
な
く
し
た

い
と
い
う
思
い
は
わ
か
ら
な

く
も
な
い
。
一
括
納
付
と
分

割
納
付
に
差
を
つ
け
る
の
は

お
か
し
い
と
い
う
の
も
わ
か

る
。
完
納
報
奨
金
に
変
え
る

と
い
う
手
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

答
　
前
納
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
方
は
、
納
税
意
識
の
高

い
方
と
考
え
て
い
る
。

議
第
75
号
彦
根
市
と
締
結
し

た
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を

変
更
す
る
こ
と
に
つ
き
議
決

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

問
　
完
成
予
定
は
い
つ
か
。

ど
ん
な
計
画
か
。
負
担
は
す

べ
て
多
賀
町
か
。

答
　
多
賀
S
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て

は
、
下
り
線
（
大
阪
方
面
）

は
多
賀
大
社
参
道
に
降
り
る
、

上
り
線
（
東
京
方
面
）
は
犬

上
川
よ
り
の
ゴ
ル
フ
練
習
場

付
近
に
降
り
る
形
で
平
成
34

年
完
成
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

費
用
負
担
は
多
賀
町
。

議
第
76
号
　
豊
郷
町
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

問
　
前
納
報
奨
金
を
受
け
て

い
る
人
は
約
60
％
程
度
だ
と

聞
い
た
が
、
割
合
は
。

答
　
３
２
７
２
件
の
う
ち
２

０
４
５
件
。

問
　
県
内
で
前
納
報
奨
金
制

度
が
あ
る
の
は
豊
郷
町
だ
け

と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
う
せ

払
う
な
ら
、
少
し
で
も
安
く

な
る
方
が
い
い
か
ら
納
付
し

て
お
こ
う
と
い
う
思
い
を
持

っ
た
人
が
60
％
も
あ
る
の
に
、

な
ぜ
全
面
廃
止
す
る
の
か
。

撤
去
ど
れ
に
当
た
る
の
か
。

答
　
す
べ
て
再
建
、
修
繕
。

問
　
台
風
か
ら
時
間
も
た
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
修
繕
済

の
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
う
が
、

そ
こ
は
、
見
積
書
で
計
算
か
、

領
収
書
で
計
算
し
た
の
か
。

答
　
事
前
着
工
の
も
の
は
領

収
書
で
計
算
を
し
て
い
る
。

問
　
こ
の
融
資
主
体
型
事
業

費
補
助
金
は
県
も
負
担
し
て

い
る
の
か
。

答
　
国
が
こ
の
事
業
を
出
し

た
当
初
は
、
必
ず
融
資
を
受

け
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う

前
提
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
地

方
公
共
団
体
か
ら
上
乗
せ
が

あ
れ
ば
可
能
と
な
り
、
県
が

園
芸
作
物
に
限
り
補
助
さ
れ

た
。

問
　
解
体
等
は
対
象
外
と
い

っ
た
が
、
町
が
助
成
し
た
ら

可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
の

か
。

答
　
国
の
補
助
以
上
の
支
援

を
し
た
ら
可
能
。撤
去
、解
体
、

廃
材
処
理
は
対
象
外
。

議
第
79
号
　
平
成
30
年
度
豊

郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

問
　
障
害
者
の
介
護
給
付
、

障
害
児
通
所
給
付
の
人
数
が

増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
対
象
者
が
増
え
た

の
か
、
理
由
は
。

答
　
利
用
者
が
増
え
て
い
る

の
も
増
額
理
由
で
あ
る
が
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
も
増
え
、

サ
ー
ビ
ス
料
も
増
額
と
な
っ

て
い
る
。

問
　
現
在
高
齢
化
し
て
い
る

の
か
。
学
童
は
ど
う
か
。

答
　
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
増
え
て
い
る
。
11
人
↓
12

人
。

問
　
経
営
体
育
成
支
援
融
資

主
体
型
事
業
費
補
助
金
の
名

称
の
根
拠
は
。

答
　
要
綱
記
載
の
事
業
名
。

問
　
歳
入
と
歳
出
の
事
業
名

が
違
う
の
は
ど
う
な
の
か
。

答
　
要
綱
に
基
づ
い
て
い
る

た
め
。

問
　
現
在
要
望
さ
れ
て
い
る

の
は
、
再
建
、
修
繕
、
解
体
、

保
健
福
祉
課

産
業
振
興
課

問
　
公
有
財
産
購
入
費
は
、

宮
の
西
団
地
の
駐
車
場
用
地

の
残
り
部
分
の
用
地
買
収
費

と
聞
い
た
が
、
㎡
単
価
は
ど

う
か
。

答
　
㎡
単
価
は
２
５
０
０
円
。

総
額
94
万
円
で
３
７
６
㎡
を

購
入
予
定
。

問
　
竹
藪
で
あ
り
、
雑
種
地

で
あ
る
と
思
う
が
、
高
額
で

は
な
い
か
。
算
定
基
準
は
。

答

4
〜
5
年
前
に
安
食
南

の
道
路
拡
張
の
際
に
同
様
の

土
地
を
１
㎡
、
２
５
０
０
円

で
購
入
し
て
い
る
。
そ
れ
に

準
じ
た
。

問
　
以
前
に
準
じ
る
の
も
良

い
が
、
公
平
性
等
を
鑑
み
、

鑑
定
等
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答
　
鑑
定
を
入
れ
る
の
は
い

い
が
、
単
価
が
低
す
ぎ
る
と

購
入
で
き
な
い
こ
と
も
生
じ

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
考

え
、
内
部
協
議
を
行
っ
た
上

で
単
価
を
決
め
た
。

問
　
今
回
の
購
入
で
宮
の
西

駐
車
場
用
地
は
ど
の
く
ら
い

に
な
る
の
か
。

答
　
購
入
済
用
地
、
約
７
０

０
㎡
。
そ
こ
に
今
回
の
３
７

６
㎡
を
足
し
て
約
１
，
０
０

０
㎡
で
50
台
分
の
予
定
。

企
画
振
興
課

税
務
課

採
決
結
果
…
全
員
反
対

反
対
討
論
　
鈴
木
議
員

台風21号による被害

Report

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

人
権
政
策
課

予算、決算に
関すること

常任委員会

常任委員会

行財政、
総務、人事、

農業、商工業、
観光、建設、上下  

水道、公営･改良住宅、
人権に関すること

4議会だより とよさと
平成31年2月8日発行



議
第
78
号
　
豊
郷
町
営
住
宅

整
備
事
業
基
金
条
例
等
を
廃

止
す
る
条
例
案

問
　
新
し
い
基
金
に
一
本
化

す
る
の
で
３
つ
の
基
金
条
例

を
廃
止
す
る
の
は
わ
か
る
が

新
し
い
基
金
条
例
制
定
の
際

に
な
ぜ
廃
止
し
な
か
っ
た
の

か
。

答
　
３
月
定
例
会
で
新
し
い

基
金
条
例
を
制
定
し
た
。
平

成
30
年
度
予
算
で
、
基
金
か

ら
の
支
出
す
る
必
要
が
あ
り

タ
イ
ム
ラ
グ
が
で
き
た
。
今
、

支
出
も
で
き
、
今
回
基
金
条

例
廃
止
を
上
程
し
た
。

議
第
81
号
　
平
成
30
年
度
豊

郷
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）

議
第
84
号
　
平
成
30
年
度
豊

郷
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）

問
　
施
設
利
用
権
と
い
う
の

は
ど
う
い
う
意
味
か
。

答
　
固
定
資
産
の
減
価
償
却

で
、
施
設
利
用
権
は
施
設
を

使
う
権
利
で
無
形
固
定
資
産

と
な
る
。
配
水
管
を
近
江
鉄

総
務
課

上
下
水
道
課

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

賛
成
討
論
　
鈴
木
議
員

湖東広域衛生管理組合

委員会
議
第
74
号
　
湖
東
広
域
衛
生

管
理
組
合
規
約
の
変
更
お
よ

び
財
産
処
分
に
つ
き
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

議
第
77
号
　
豊
郷
町
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

問
　
他
の
委
員
で
は
日
額
に

変
更
し
、
活
動
日
数
に
応
じ

て
報
酬
を
支
払
っ
て
い
る
。

出
席
割
合
等
も
見
て
い
る
か
。

答
　
字
等
で
の
活
動
が
カ
ウ

ン
ト
で
き
な
い
た
め
年
額
と

判
断
し
た
。

議
第
80
号
　
豊
郷
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

問
　
普
通
交
付
金
は
ど
う
い

う
も
の
か
。

答
　
今
年
度
か
ら
国
保
が
県

で
統
一
化
に
な
り
、
保
険
給

付
費
、
療
養
諸
費
、
一
般
被

保
険
者
療
養
費
の
分
で
す
。

問
　
今
年
度
の
国
保
世
帯
の

出
産
を
何
件
く
ら
い
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

答
　
10
月
末
で
7
件
、
今
年

度
最
終
見
込
と
し
て
12
件
。

問
　
今
年
度
の
医
療
給
付
で

4
月
か
ら
の
医
療
給
付
費
の

状
況
は
ど
う
か
。
県
の
賦
課

金
が
上
が
る
の
は
医
療
給
付

費
が
多
い
か
ら
か
。

答
　
今
年
度
の
診
療
費
は
大

幅
な
増
減
な
く
、
予
算
ベ
ー

ス
で
移
行
し
て
い
る
。

議
第
82
号
　
平
成
30
年
度
豊

郷
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

問
　
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
で

居
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方

の
う
ち
、
要
介
護
３
、４
、５

の
方
は
何
名
い
る
の
か
。

答
　
要
介
護
３
が
59
人
、
４

が
36
人
、
５
が
5
人
。

問
　
居
宅
介
護
の
住
宅
改
修

の
減
額
理
由
は
、
件
数
が
減

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今

年
度
の
内
容
は
。

答
　
手
す
り
、
浴
槽
段
差
解

消
、
玄
関
段
差
解
消
、
ス
ロ

ー
プ
設
置
等
基
本
的
に
は
例

年
と
同
様
。

問
　
特
定
入
所
者
は
、
現
在

何
人
か
。

答

9
月
末
時
点
で
、
負
担

限
度
額
認
定
書
が
出
て
い
る

の
は
79
名
。

議
第
83
号
　
平
成
30
年
度
豊

郷
町
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

道
の
線
路
下
を
通
す
際
、
近

江
鉄
道
に
負
担
金
を
支
払
い
、

工
事
を
し
て
い
た
だ
い
た
た

め
、
施
設
利
用
権
と
し
て
計

上
し
て
い
た
が
、
配
水
管
自

体
は
減
価
償
却
が
必
要
で
は

と
監
査
委
員
か
ら
ご
指
摘
い

た
だ
き
、
30
年
分
の
減
価
償

却
分
は
減
価
償
却
費
と
し
て
、

29
年
度
以
前
の
分
は
特
別
損

失
と
し
て
分
け
て
計
上
し
た
。

請
願
第
１
号
　
主
要
農
作
物

の
種
子
生
産
に
か
か
る
県
条

例
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

問
　
法
律
が
廃
止
さ
れ
た
こ

と
で
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
の
か
。

答
　
廃
止
の
背
景
に
「
民
間

も
一
緒
に
種
子
開
発
」
が
あ

っ
た
が
、
廃
止
か
ら
今
ま
で

民
間
か
ら
の
種
子
開
発
は
な

い
。
民
間
も
入
れ
た
状
態
で

安
心
、
安
全
な
種
子
を
作
る

べ
き
で
あ
り
、
県
も
、
民
間

も
取
り
入
れ
て
一
定
の
種
子

を
作
っ
て
い
こ
う
と
進
ん
で

い
る
が
、
条
例
に
な
っ
て
お

ら
ず
、
条
例
制
定
を
し
て
も

ら
い
た
い
。

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

社
会
教
育
課

医
療
保
険
課

住
民
生
活
課

  

採
決
結
果

  

賛
成
多
数
（
可
４
：
否
１
）

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

教育、福祉、
衛生、医療、
戸籍、年金
に関する
こと

常任委員会
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私はこう判断
11月臨時会

12月定例会

議案審議

 賛否が分かれたもの
議員名

結果中
　
島

村
　
岸

高
　
橋

前
　
田

北
　
川

西
澤
博

鈴
　
木

西
澤
き

佐
々
木

河
　
合

今
　
村

議第76号 豊郷町税条例の一部を改正する条例案 ○ × ☒ × - ◎ ☒ × × × × 否決

議第77号
豊郷町特別職の職員で非常勤のものの報酬お
よび費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例案

○ ○ ○ ○ - × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議第83号 平成30年度豊郷町後期高齢者医療事業特別
会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ - ○ × ○ ○ ○ × 可決

議第87号 豊郷町特別職の職員で常勤のものの給与およ
び旅費に関する条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ - ○ × ○ ○ × ☒ 可決

議第88号 平成30年度豊郷町一般会計補正予算（第7号） ○ ○ ○ ○ - ○ × ○ ○ × ☒ 可決

議第92号 平成30年度豊郷町後期高齢者医療事業特別
会計補正予算（第4号） ○ ○ ○ ○ - ○ × ○ ○ ○ × 可決

 全 員 賛 成
議第68号 専決処分につき承認を求めることについて　「平成30年度豊郷町一般会計補正予算(第3号)」
議第69号 専決処分につき承認を求めることについて　「平成30年度豊郷町一般会計補正予算(第4号)」
議第70号 民事訴訟の提起について
議第71号 民事訴訟の提起について
議第72号 平成30年度豊郷町一般会計補正予算(第5号)

 全 員 賛 成
議第73号 民事訴訟の提起について
議第74号 湖東広域衛生管理組合規約の変更および財産処分につき議決を求めることについて
議第75号 彦根市と締結した定住自立圏形成協定を変更することにつき議決を求めることについて
議第78号 豊郷町営住宅整備事業基金条例等を廃止する条例案
議第79号 平成30年度豊郷町一般会計補正予算（第6号）
議第80号 平成30年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）
議第81号 平成30年度豊郷町下水道事業特別会計補正予算（第3号）
議第82号 平成30年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第3号）
議第84号 平成30年度豊郷町水道事業会計補正予算（第2号）
請願第1号 主要農作物の種子生産にかかる県条例の制定に関する意見書の提出を求める請願書
意見書第3号 主要農作物の種子生産にかかる県条例の制定を求める意見書(案)
議第85号 豊郷町立日栄小学校駐車場拡幅工事請負契約の変更につき議決を求めることについて
議第86号 豊郷町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案
議第89号 平成30年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第4号）
議第90号 平成30年度豊郷町下水道事業特別会計補正予算（第4号）
議第91号 平成30年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第4号）
議第93号 平成30年度豊郷町水道事業会計補正予算（第3号）

（○は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ裁決に加わる）
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一般質問とは
議員がその町村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の
表明を求めるものである。

一般質問

●中島　政幸 議員
☆インフルエンザワクチン無料化の実施を ……………………………11ｐ

●鈴木　べんいち 議員
☆基金を活用し、国保税の引き下げを …………………………………10ｐ
・元気な高齢者対策の具体化を求める
・豊郷小学校旧校舎群の利用を問う
・原発事故に対する備えを
・自然災害への対応のマニュアル化を

●高橋　彰 議員
☆庁舎改築について問う ………………………………………………… 8ｐ

●西澤　博一 議員
☆将来を担う職員の人材育成を …………………………………………12ｐ
☆不登校児童・生徒への対応は
・交通安全施設の総点検等について

●村岸　善一 議員
☆防災訓練の成果と今後の防災対策は ………………………………… 9ｐ
☆高齢者の事故防止対策を問う

●前田　広幸 議員
☆地域おこし協力隊の制度活用は ………………………………………13ｐ
☆湖東広域連携婚活応援事業の成果は

●今村　恵美子 議員
☆高すぎる介護保険料の引き下げを ……………………………………14ｐ
☆幼稚園、保育園の給食費の無料化を
・人口減少における公共施設の長寿命化の対応を
・住宅地における民間貸倉庫建設への環境・安全問題を問う

☆の質問を掲載しています。
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平
成
23
年
か
ら
７

年
が
経
過
し
て
い
ま

す
。
そ
の
間
に
、
行
政
懇
談

会
を
し
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な

ご
意
見
を
踏
ま
え
て
、
そ
し

て
ま
た
、
議
会
の
方
も
特
別

委
員
会
を
設
置
さ
れ
て
検
討

さ
れ
て
、
こ
の
本
館
を
残
し

た
中
で
の
案
を
提
示
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

は
、
や
は
り
当
初
の
問
題
か

ら
、
仮
設
庁
舎
の
問
題
が
大

き
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
仮
設
庁
舎
を
し
な
い
ま

ま
建
て
た
の
と
仮
設
庁
舎
を

し
て
改
築
す
る
の
と
、
と
い

う
こ
と
の
中
で
、
無
駄
を
省

く
た
め
に
は
、
仮
設
庁
舎
を

し
な
い
で
新
館
の
方
に
併
設

す
る
よ
う
な
改
築
が
必
要
で

は
な
い
か
な
と
い
う
よ
う
な

結
論
に
も
な
り
つ
つ
あ
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
障
害
者

庁
舎
改
築
に
つ
い
て
問
う早

い
時
期
に
予
算
を
お
諮
り
し
た
い

　
庁
舎
改
築
に
つ
い

て
以
下
の
３
点
を
質

問
し
ま
す
。

１  

何
年
計
画
し
て
い
る
の

か
２  

現
在
の
進
捗
状
況
な
ら

び
に
問
題
点
に
つ
い
て

３  

今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
１
平
成
23
年
度
か
ら

約
７
年
が
経
過

し
て
い
ま
す
。

２  

問
題
点
に
つ
い
て
は
、

昨
今
の
職
員
採
用
の
時

点
で
の
障
が
い
者
等
の

車
椅
子
に
対
応
す
る
た

め
の
そ
の
部
分
で
の
面

積
配
分
、
ま
た
議
場
の

先
進
的
な
利
活
用
に
対

応
す
る
こ
と
、
災
害
時

に
お
け
る
自
家
発
電
の

導
入
な
ど
、
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
今
後
検
討

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

３  

今
後
の
進
め
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
職
員
間
で

再
度
意
見
を
聞
き
な
が

ら
早
急
に
対
応
し
、
早

い
時
期
に
予
算
を
お
諮

り
し
た
い
と
考
え
て
お

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
伊
藤
町
政
の
中
で

庁
舎
の
建
て
か
え
を

計
画
さ
れ
て
こ
ら
れ
、
今
、

実
施
設
計
ま
で
行
っ
て
も
ら

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
当
然
、
町
長
の
任
期
で

あ
る
４
月
中
に
は
庁
舎
が
建

っ
て
お
る
わ
け
が
な
い
、
時

間
的
に
は
そ
う
考
え
ま
す
。

で
す
か
ら
、
伊
藤
町
長
と
し

て
は
、
こ
の
実
施
設
計
で
終

わ
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、
中

途
半
端
に
任
期
の
関
係
で
次

の
町
長
に
任
さ
れ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、
私
の
責
任
で
４

月
以
降
に
も
、
私
は
こ
の
建

物
を
し
っ
か
り
建
て
て
町
政

を
続
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
町
長
に
答

弁
を
求
め
る
。

問答

問

答

高橋　彰 議員

差
別
解
消
法
と
い
う
法
が
で

き
ま
し
て
、
障
が
い
者
に
優

し
く
、
そ
し
て
声
を
し
っ
か

り
確
保
で
き
る
よ
う
な
デ
ス

ク
ワ
ー
ク
が
で
き
る
状
況
な

の
か
を
再
確
認
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

熊
本
大
震
災
の
後
、
し
っ
か

り
と
し
た
行
政
運
営
が
で
き

る
、
そ
れ
が
一
番
の
町
民
に

対
す
る
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
来
年
の
４
月
の
件
で
す
け

れ
ど
も
、
い
ろ
い
ろ
な
町
民

の
皆
様
方
の
お
声
を
今
現
在

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
し
、
し
か
る
べ

き
時
期
に
は
し
っ
か
り
と
判

断
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
、
今
は
そ
う
い
う
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

役場庁舎
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村岸　善一 議員

マンホールトイレの設置訓練

高齢者自転車大会より

１
事
故
防
止
に
ど

の
よ
う
な
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

２  

自
主
返
納
者
に
対
す
る

支
援
で
愛
の
り
タ
ク
シ

ー
の
回
数
券
の
支
援
拡

大
は
。

３  

運
転
経
歴
証
明
書
の
補

助
は
。１

各
字
、
シ
ル
バ
ー

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
、

交
通
指
導
員
の
み
な
さ

ん
、
警
察
署
と
連
携
し
て

取
り
組
み
、
ま
た
老
人
ク

ラ
ブ
や
関
係
機
関
と
調

整
し
て
交
通
安
全
教
室
、

高
齢
者
自
転
車
大
会
等

行
っ
て
い
る
。

２  

圏
域
の
会
議
で
提
案
し

て
い
る
が
、
各
町
の
財

源
も
あ
り
調
整
は
難
航

し
て
い
る
。
現
在
全
て

の
利
用
者
に
対
す
る
料

金
の
減
額
や
乗
合
い
さ

れ
た
時
、
路
線
バ
ス
と

愛
の
り
タ
ク
シ
ー
の
割

引
等
の
調
整
中
。

３  

取
得
さ
れ
る
方
も
少
な

く
、
利
用
で
き
る
店
舗

も
少
な
い
た
め
今
後
、

ニ
ー
ズ
が
高
ま
れ
ば
検

討
す
る
。

高齢者の事故防止対策を問う

警察署と連携して取り組む

１
職
員
の
意
見
集

約
は
出
来
て
い

る
が
、
職
員
に
は
報
告

さ
れ
た
か
。

２  

今
回
の
訓
練
に
職
員
の

意
見
を
ど
れ
だ
け
取
り

入
れ
て
行
っ
た
の
か
。

３  

今
年
度
の
訓
練
の
成
果

と
反
省
点
は
。

４  

今
後
総
合
防
災
訓
練
を

行
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

１
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
、
一

定
の
成
果
を
見
た
時
点

で
検
討
す
る
。

２  

昨
年
の
台
風
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
２
回
の
区
長

会
で
報
告
し
検
討
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
で
進

め
た
た
め
職
員
の
意
見

は
取
り
入
れ
て
い
な
い
。

３  

職
員
間
の
意
見
は
今
後

参
考
に
す
る
。
ま
た
、

住
民
の
意
見
を
聞
く
と

こ
ろ
は
慎
重
に
判
断
を

し
て
い
き
た
い
。

４  

関
係
機
関
、
消
防
団
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
と
の
調

整
を
図
り
広
域
避
難
場

所
の
訓
練
も
含
め
て
今

後
検
討
す
る
。

問答

問 防
災
訓
練
の
成
果
と

今
後
の
防
災
対
策
は

関
係
機
関
、消
防
団
、区
と

の
調
整
を
図
り
検
討
す
る

答
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鈴木 べんいち 議員

基
金
を
活
用
し
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

資
産
割
を
な
く
す
方
向
で
進
め
た
い

　
議
会
ご
と
に
国
保

基
金
を
活
用
し
て
、

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
求
め

て
き
た
が
、
来
年
度
、
次
の

よ
う
な
引
き
下
げ
を
求
め

る
。

　
今
年
度
は
、
国
保
税
が
約

２
，３
０
０
円
上
が
る
の
で
、

激
変
緩
和
措
置
と
し
て
基
金

か
ら
１
，
２
０
０
円
が
充
て

ら
れ
、
約
半
分
の
値
上
げ
で

済
ん
だ
が
、
残
り
の
半
分
を

実
施
す
る
こ
と
。

　
今
年
度
の
激
変
緩

和
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
の
追
加
は
考
え
て
い
な

い
。

　
資
産
割
を
な
く
し

て
い
く
分
に
基
金
を

活
用
す
る
こ
と
。

　
来
年
度
の
県
納
付

金
で
す
が
、
仮
ケ
ー

ス
の
段
階
で
、
今
後
、
精
査

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
減
額
と
な
る
見
込
み
で

す
。
資
産
割
の
廃
止
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
12
月
議
会

の
鈴
木
議
員
の
質
問
に
対

し
、
段
階
的
な
移
行
・
廃
止

を
見
極
め
た
い
と
答
弁
し
て

い
ま
す
が
、
来
年
度
廃
止
を

視
野
に
入
れ
て
試
算
を
進
め

て
行
き
た
い
。
ま
た
、
基
金

の
活
用
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
は
、
有
効
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
検
討
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
減
免
を
受
け
て
い

な
い
世
帯
に
１
万
円

を
還
元
す
る
こ
と
。

現
在
、
今
後
の
県

納
付
金
の
動
向
、
保

険
税(

料)

の
県
統
一
の
際
の

激
変
緩
和
措
置
な
ど
、
今
後

も
基
金
を
必
要
と
す
る
事
が

想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
還
元

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
昨
年
、
５
年
後
の

基
金
は
議
員
さ
ん
と

議
論
し
て
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
に
返
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

答
弁
し
て
い
ま
す
。
一
元
化

に
な
っ
た
時
は
、
し
っ
か
り

皆
さ
ん
方(
議
員)

と
ご
議
論

い
た
だ
き
な
が
ら
分
配
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

問

問

答

答

問答 答

国保関係資料（抜粋）
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ワ
ク
チ
ン
の
効
果
率

を
各
世
代
ご
と
に
当

て
は
め
、
医
療
費
が
ど
の
程

度
削
減
で
き
る
の
か
、
一
度

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

ど
の
程
度
効
果
が
あ
る
の
か

を
踏
ま
え
て
導
入
に
向
け
て

は
研
究
の
方
を
重
ね
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

防
率
の
方
は
低
下
し
て
い
く

可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
効

果
が
限
定
的
で
あ
る
の
で
は

な
い
か
な
と
現
時
点
で
は
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
接
種
機
会
の
安
定
、

一
定
の
接
種
率
の
確

保
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に

関
し
て
は
、
傾
向
的
に
プ
ラ

ス
効
果
が
あ
る
と
試
算
で
は

出
て
い
ま
す
の
で
何
ら
か
の

助
成
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

他
の
予
防
接
種
の
公
費

助
成
と
法
律
上
の
成
り

立
ち
が
異
な
る
た
め
現

時
点
で
無
料
化
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

18
歳
未
満
に
つ
い
て
は
、

公
費
助
成
の
枠
外
と
な

る
た
め
、
無
料
化
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
65
歳
以

上
は
現
状
と
し
、
０

歳
か
ら
65
歳
未
満
を
対
象
に

千
円
の
助
成
を
し
た
場
合
、

豊
郷
町
の
人
口
の
１
０
０
％

が
予
防
接
種
の
接
種
機
会
を

安
定
的
に
確
保
で
き
、
大
き

な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で

は
と
考
え
る
が
見
解
を
求
め

る
。

　
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
で
確
か
に
予

答

中島　政幸 議員

　
予
防
接
種
は
病
気

の
流
行
の
防
止
に
非

常
に
大
き
な
効
果
を
上
げ
る

と
い
う
役
割
を
発
揮
し
て
お

り
、
国
民
全
体
の
免
疫
水
準

を
維
持
す
る
た
め
に
は
予
防

接
種
の
接
種
機
会
を
安
定
的

に
確
保
す
る
と
と
も
に
、
社

会
全
体
と
し
て
一
定
の
接
種

率
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
厚
労
省
も
述
べ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
次
の
点

を
問
う
。

１  

毎
年
、
当
町
で
も
医
療

費
が
増
え
て
い
く
中
、

治
療
医
学
に
対
す
る
町

の
方
針
は
。

２  

予
防
医
学
に
対
す
る
当

町
の
考
え
方
は
。

３  

今
後
は
、
予
防
医
学
に

力
を
入
れ
る
べ
き
と
考

え
、
そ
の
一
歩
と
し
医

療
費
無
料
化
と
同
じ
く

18
歳
未
満
、
65
歳
以
上

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
無
料
化
を

実
施
し
て
は
と
考
え
ま

す
が
、
町
の
見
解
は
。

１
治
療
医
学
と
は
、

病
気
に
な
っ
て

か
ら
治
療
す
る
医
学
の

こ
と
で
、
個
別
の
方
針

は
定
め
て
い
ま
せ
ん
。

２  
予
防
医
学
と
は
、
病
気

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
の
医
学
で
、

病
気
に
な
り
に
く
い
心

身
の
健
康
増
進
を
図
る

観
点
か
ら
予
防
接
種
法

に
基
づ
く
予
防
接
種
に

対
し
公
費
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

３
65
歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
無
料
化
の
実
施
を

導
入
に
向
け
て
は
研
究
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い

問

問

問

答

答

答

給食に出されている食材
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西澤　博一 議員

　
将
来
を
担
う
職
員

の
人
材
育
成
を
と
い

う
こ
と
で
、豊
郷
町
の
特
徴
、

地
域
を
生
か
し
た
自
立
的
で

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
、
多
様

な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
幅
広

い
人
脈
や
人
材
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
地
方
創
生
を
担

う
人
材
で
あ
る
職
員
一
人
ひ

と
り
の
資
質
の
向
上
と
職
員

の
交
流
、
派
遣
が
不
可
欠
で

あ
り
、
次
の
点
に
つ
い
て
答

弁
を
求
め
る
。

１  

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
創

造
性
を
発
揮
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
実
践
で
き
る

職
員
の
育
成
は
。

２  

地
域
住
民
と
職
員
が
と

も
に
考
え
、
行
動
す
る

機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手

の
育
成
は
。

３  

職
員
の
人
材
交
流
、
派

遣
の
充
実
に
つ
い
て
。

１
職
員
自
ら
が
、
地

域
を
知
る
た
め

に
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
研

修
な
ど
、
自
主
的
な
参
加

を
通
し
て
本
町
の
実
情

を
体
感
し
、
そ
こ
か
ら
何

か
を
得
る
こ
と
が
大
事

だ
と
考
え
て
い
る
。

２  

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
深
め
、
ま
ず

は
現
場
に
赴
き
地
域
の

現
状
を
知
り
、
そ
の
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え

を
見
出
せ
る
力
を
培
っ

て
い
く
と
い
う
ふ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

３  

県
・
国
と
の
協
議
を
し

な
が
ら
、
ま
た
本
町
の

不登校児童･生徒への対応は
継続的なかかわりのもと
成果が見られてきている

　
現
在
、
不
登
校
児

童
生
徒
は
増
加
し
て

お
り
、
平
成
28
年
度
調
査
の

結
果
に
よ
る
と
、
過
去
最
多

で
あ
り
、
不
登
校
の
未
然
防

止
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応

の
強
化
、
支
援
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

本
町
の
不
登
校
児
童
生
徒
の

実
態
と
対
応
方
法
等
に
つ
い

て
答
弁
を
求
め
る
。

将
来
を
担
う
職
員
の
人
材
育
成
を

県・国
と
協
議
し
検
討
し
た
い

問

答

問

答

職
員
配
置
を
み
な
が
ら
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

  

　
人
脈
、
知
識
、
ま
た
外

か
ら
の
目
と
い
う
部
分
に

つ
い
て
は
大
変
大
事
な
こ

と
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
今
後
は
若
手
職

員
が
広
く
知
識
を
得
ら
れ

る
た
め
に
、
全
国
町
村
会

の
方
に
派
遣
す
る
話
も
あ

り
、
人
選
も
含
め
て
、
内

容
を
全
国
町
村
会
と
検

討
、
連
携
を
と
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
現
在
ま

で
30
日
以
上
の
不
登

校
児
童
生
徒
は
小
学
校
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
学
校
で

は
５
名
在
席
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
と
し
て
は
、
長
期

欠
席
不
登
校
対
策
委
員
会
を

豊
日
中
学
校
区
自
尊
感
情
・

学
び
の
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
の
一
環
と
し
て
位
置
づ

け
、
定
期
的
、
７
月
、
８
月
、

12
月
、
２
月
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
参
加
者
は
保･

幼･

小

中
関
係
者
、
地
域
総
合
セ
ン

タ
ー
、
町
関
係
課
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
、
主
任
児
童

委
員
、
ま
た
近
隣
の
高
等
学

校
、
か
ら
構
成
さ
れ
、
情
報

交
換
お
よ
び
実
態
把
握
を
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
交

え
て
分
析
や
検
討
を
行
い
な

が
ら
、
登
校
や
自
立
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
継
続
的
な
か
か
わ
り

の
も
と
、
当
初
は
家
か
ら
出

ら
れ
な
か
っ
た
生
徒
も
別
室

登
校
、
放
課
後
登
校
、
隣
保

館
ま
で
な
ら
登
校
で
き
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、
成
果
は
見

ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

庁舎内の様子
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前田　広幸 議員

　
湖
東
定
住
自
立
圏

に
お
け
る
湖
東
広
域

連
携
婚
活
応
援
事
業
が
彦
根

市
、
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲

良
町
、
多
賀
町
の
１
市
４
町

を
舞
台
に
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
平
成
29
年
度
お
よ
び

平
成
30
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の

町
の
成
果
お
よ
び
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め

る
。

　
平
成
29
年

度
は
、
豊
郷

小
学
校
旧
校
舎
群
で

開
催
し
、
男
性
７
名
、

女
性
６
名
の
計
13
名

の
参
加
が
あ
り
、
１

組
が
成
立
し
て
お
り

ま
す
。
平
成
30
年
度

は
、
岡
村
本
家
さ
ん

で
開
催
を
し
、
男
性

９
名
女
性
9
名
の
計

18
名
の
参
加
が
あ
り
、

４
組
が
成
立
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
方
た

ち
が
実
際
に
結
婚
さ

れ
た
か
ど
う
か
ま
で

の
追
跡
調
査
は
困
難

で
、
現
状
は
把
握
で

き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

圏
域
内
に
定
住
の
意
思
の
あ

る
方
の
結
婚
が
増
え
れ
ば
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
る

と
の
考
え
か
ら
、
来
年
度
も

実
施
す
る
方
向
で
、
１
市
４

町
で
調
整
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

湖東広域連携
婚活応援事業の成果は

9組中4組が成立しております

　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
総
務
省
に
よ
っ

て
制
度
化
さ
れ
、
都
市
地
域

か
ら
移
住
し
、
一
定
期
間
地

域
に
移
住
し
て
、
地
域
お
こ

し
の
支
援
を
行
う
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、
同
僚
議
員
の
質

間
に
も
、
い
ず
れ
も
消
極
的

な
回
答
で
あ
り
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

全
国
的
に
も
多
く
活
用
さ

れ
、
近
隣
市
町
で
も
活
用
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
く
み

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
郷
町

で
も
、
ま
ち
お
こ
し
の
た
め

に
、
多
く
の
方
々
に
ご
尽
力

頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
住
民
か
ら
見
る
豊

郷
町
の
魅
力
で
は
な
く
、
地

域
外
か
ら
来
て
い
た
だ
く
か

ら
こ
そ
気
づ
く
豊
郷
町
の
魅

力
も
あ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
す
で
に
各
地
で
多
く
の
実

績
が
出
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
成
功
し
て
い
る
と
こ
ろ

ば
か
り
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
各
地
の
事
例
か

ら
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
地
域

を
活
性
化
す
る
ヒ
ン
ト
を
得

ら
れ
る
場
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
ま
た
、
熱
意
を
持
っ
た
人

材
に
来
て
頂
く
こ
と
で
、
豊

郷
町
が
よ
り
一
層
活
性
化
す

る
と
考
え
ま
す
が
、
町
の
見

解
を
求
め
る
。

　
決
し
て
消
極
的
な

の
で
は
な
く
、
地
域

問答

問 地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

制
度
活
用
は

環
境
が
整
え
ば

活
用
し
て
い
き
た
い

答

の
盛
り
上
が
り
、
環
境
が
整

え
ば
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
や
議
員
の
方
々
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
分
野
で
こ

の
よ
う
な
人
材
が
欲
し
い
と

い
っ
た
具
体
的
な
ご
相
談
を

い
た
だ
け
れ
ば
、
実
現
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

参加者募集チラシより
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追跡 今、どうなってる
あの事業

今、どうなってる
あの事業

今、どうなってる
あの事業 今村　恵美子 議員

　
豊
郷
町
は
、
今
年

度
か
ら
小
中
学
校
の

給
食
費
の
無
料
化
を
実
施
し

ま
し
た
。
子
育
て
世
代
に
は

朗
報
で
す
が
、
就
学
前
の
子

育
て
世
帯
か
ら
幼
稚
園
・
保

育
園
へ
の
支
援
拡
大
の
願
い

も
出
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
幼
稚
園
給
食
費

の
無
料
化
と
保
育
園
保
育
料

か
ら
給
食
費
分
の
減
額
の
実

施
で
町
の
子
育
て
支
援
の
充

実
を
求
め
ま
す
が
い
か
が

か
。

　
国
は
来
年
10
月
か

ら
幼
児
教
育
の
無
償

化
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
給
食
費
は
実
費
徴
収
を

す
る
方
向
と
聞
い
て
お
り
、

ま
だ
具
体
的
に
は
つ
か
め
て

い
ま
せ
ん
。

　
町
と
し
て
は
、
早
急
に
結

論
は
出
せ
ま
せ
ん
が
、今
後
、

幼
稚
園
、
保
育
園
、
保
護
者

の
希
望
な
ど
含
め
て
、
今
後

の
取
り
組
み
に
向
け
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

幼稚園、保育園の給食費の無料化を

国の動向を見て研究します

　
豊
郷
町
は
低
所
得

高
齢
者
が
県
下
自
治

体
の
中
で
多
い
町
で
す
。
介

護
認
定
を
受
け
て
も
利
用
料

が
払
え
ず
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
い
、
そ
の
た

め
介
護
度
が
重
度
化
す
る
。

す
る
と
ま
た
、
介
護
保
険
料

が
上
が
る
悪
循
環
を
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。
こ
の
負
の
連

鎖
を
く
い
止
め
る
施
策
は
、

町
独
自
の
介
護
保
険
料
引
き

下
げ
と
介
護
予
防
施
策
の
充

実
で
す
。

　
国
の
最
高
法
規
は
憲
法
で

す
。
介
護
保
険
法
で
町
民
の

健
康
と
介
護
が
保
障
さ
れ
な

い
現
状
で
、
町
が
憲
法
に
そ

っ
て
対
策
を
こ
う
じ
る
べ
き

で
す
が
い
か
が
か
。

　
介
護
保
険
法
で

対
応
し
た
い
の
で
、

町
財
源
の
活
用
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。
重
度
化
予
防
や

認
知
症
の
予
防
施
策
を
新
規

事
業
と
し
て
進
め
ま
す
。
国

に
対
し
て
は
調
整
交
付
金
の

拡
大
を
求
め
て
い
ま
す
。

問

問

答

高
す
ぎ
る
介
護
保
険
料

の
引
き
下
げ
を

町
費
支
援
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん

答

生きがいデイサービスの様子

保育園の給食
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追跡 今、どうなってる
あの事業

今、どうなってる
あの事業

今、どうなってる
あの事業追跡追跡追跡追跡 今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる追跡追跡

第5弾

追跡では、一般質問の回答や可決した事業が「今、
どうなっているのか」を随時、調査して行きます。

　今回は、「ご当地モノ」を活かした町のPRについて、その後どうなったかを追跡しま
した。

平成29年6月
「ご当地モノ」を

活かした町のPRを
地
域
振
興
を
目
的
と
し
て
、
ご
当
地
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
、
ご
当
地
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
、

ご
当
地
出
生
届
、
婚
姻
届
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
自
治
体
が
ふ
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
当

町
で
の
実
施
予
定
は
。

平成30年12月１
日配布平成31年1月４日

配布

平成30年12月14
日配布

ご当地ナンバープレート

マンホールカード
ご当地出生届･婚姻届

　18歳までの医療費無料化、小中学校給食費無償化などの様々な子育て支援事業
にも議員の行う一般質問や提言が、町政に反映されています。

平成29年12月
「ご当地モノ」を活かした
地域振興の検討状況は

以
前
、
近
隣
・
県
下
の
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

検
討
は
さ
れ
た
の
か
。
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
、
ご
当
地
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
に
つ

い
て
、
本
町
で
取
り
組
み
を
し
な
い
の
か
。

平成30年3月
町民が自慢できる町の
特色を活かしたPRを

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
ご
当
地
マ
ン

ホ
ー
ル
カ
ー
ド
は
今
後
各
市
町
に
お
い
て
、

検
討
が
進
む
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

当
町
で
も
、
検
討
を
始
め
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

県下の導入を
見据えて検討
したい

観光PRとして
進めていける
か検討したい

実施の方向で
検討したい

県下の動向を
注視したい

観光戦略とし
て検討したい

前向きに検討
したい

来年度導入に
向けて検討し
たい

導入する方向
で検討したい

◀ 

◀ 

◀ 
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河瀬中学校3年生

加
かの う
納 全

ぜん

さん

梅
花
の
候
、
皆
様
方
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
臨
時
会
に
お
い
て
正
副
議
長
の

改
選
に
よ
り
広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
交
代

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
ご
活
躍
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
を
ご
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
を
設

け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
以
上
に
地

域
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
参
加
を
頂
き
、｢

読
み

た
く
な
る
広
報｣

、｢

若
年
世
代
も
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
広
報｣

を
目
指
し
て
広
報
委
員
一
同
よ

り
よ
い
広
報
誌
と
な
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会
委
員
長

村
岸
　
善
一

副
委
員
長

中
島
政
幸

委
員前

田
広
幸

西
澤
博
一

鈴
木
べ
ん
い
ち

西
澤
き
よ
た
だ

２
月
定
例
会
は

２
月
25
日
㈪
開
催
予
定
で
す
。

議
会
だ
よ
り
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

い
ろ
ん
な
所
で
頑
張
っ
て

い
る
人
た
ち
を
取
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
江
州
音
頭
の

歌
い
手
と
し
て
ご
活
躍
の

加
納
全
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

編

集

後

記

音
頭
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
兄
が
音
頭
を
取
っ
て
い
る
の
を
、

幼
少
期
に
見
て
、
僕
も
音
頭
を
取
っ

て
み
た
い
と
思
い
、
始
め
ま
し
た
。

練
習
は
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
で
す
か
？

　
師
匠
の
、
山
本
均
さ
ん
の
家
で
、

週
に
一
回
、
師
匠
と
一
対
一
で
練
習

し
て
い
ま
す
。

音
頭
の
練
習
で
、
楽
し
い
事
と
苦
し

い
事
は
？

楽
し
い
こ
と

た
く
さ
ん
練
習
し
て
、
上
手
に
音
頭

を
取
れ
た
と
き
で
す
。

苦
し
い
こ
と

変
な
リ
ズ
ム
や
音
程
で
覚
え
て
し
ま

う
と
す
ぐ
に
は
直
せ
な
い
と
こ
ろ
で

す
。

音
頭
の
魅
力
は
？

　
色
々
な
舞
台
に
立
っ
て
音
頭
を
取

る
の
は
と
て
も
緊
張
し
ま
す
が
、
そ

の
後
の
達
成
感
か
ら
「
ま
た
、
練
習

を
が
ん
ば
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に

な
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
ま
で
、
ど
ん
な
所
（
舞
台
）
で
、

音
頭
を
と
り
ま
し
た
か
？

　
小
学
校
６
年
生
の
運
動
会
で
初
め

て
音
頭
を
取
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

地
域
の
夏
祭
り
や
と
っ
と
ま
つ
り
、

滋
賀
県
江
州
音
頭
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

等
で
音
頭
を
取
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
音
頭
を
続
け
ま
す

か
？

　
も
ち
ろ
ん
続
け
ま
す
。

　
僕
の
よ
う
な
学
生
が
江
州
音
頭
に

興
味
を
持
ち
、
後
継
者
が
増
え
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
音
頭
取
り
に
な
り
た
い
で
す

か
？

　
先
輩
方
か
ら
も
い
つ
も
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
上
手
な
人
の
音
頭
を

取
り
入
れ
、
常
に
進
化
し
続
け
る
音

頭
取
り
に
な
り
た
い
で
す
。

目
標
と
す
る
方
は
い
ま
す
か
？

　
先
輩
方
全
員
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
で
も
や
は
り
一
番
は

師
匠
の
山
本
さ
ん
で
す
。

4

小学校の運動会で
師匠の山本さんと
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